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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日午後からＯＴ学生（立花海波）見学。

・建物のドアが何のためにあるかを考えて、ドアは必ず閉めるように。

・本日13：30から八木橋牧雄様（東病棟）の症例検討会開催。（出席者：木村）

・本日14：00から高阪博英様（西病棟）の退院時療養検討会開催。（出席者：木村）

・本日15：30から淡路智恵子様（デイケア）のケア会議開催。（出席者：木村）

・6/8までに学術抄録テーマを上野ＳＧＭへ報告するように。

・6/11までに医療機能評価への質問があれば、菅原ＡＯＭへメールするように。

・賞与評価コメント作成に伴い、今週中に上野ＳＧＭへ１１～５月までのアピールポイントを報告するように。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～昨日、幻聴があったと本人より報告ある。音楽鑑賞にて症状は安定したとの事。

・植村　廣隆　様～今週より、月・木曜日の利用となっている。参加プログラムについては担当スタッフと検討していく予定。

・淡路　智恵子様～居眠りが多く見られている。プログラム中の居眠りに関しては、声掛けで起きる事が出来ている。静養室の利用を促すも拒否ある。

・菅野　勝利　様～降圧剤が追加処方される。外来受診では血圧高値あるも、デイケアでは血圧安定している事から、服薬に関しての不安を訴えている。服用し、不調を感じたら病院へ連絡をするよう説明をしている。

・平　　京子　様～服薬調整をしている。朝、15：00の2回血圧測定を行う事を本人へ説明している。また、障害者手帳が1級から2級へ変更となっている。

・中村　　茂　様～現時点で利用を決める事へ不安があるとの事。デイはゴチャゴチャしている印象を受け、デイナイトの方が話し掛けやすい印象を受けたとの事。来週月曜日から週5回見学予定となっており、本人の希望を見て正式利用を決める事とする。

・佐藤　ミツ子様～昨日、夕食時にロッカーへ篭る事あり夕食を拒否している。理由については「水を沢山飲み過ぎた」「食べたくない」と不機嫌そうに返答している。

・長瀬　紘一郎様～本日、外来受診をしている。本人より「外来看護婦から自分はここに来れないんだと言われた」と話す事がある。

・下町　サン子様～短時間で参加している。腰痛あり、歩行時の見守り必要としている。1人で歩こうとする事もあるため、転倒等に注意。

＜デイケア・ナイトケア事例検討＞

検討内容：疾患別診療計画書作成

関　秀治様（34）男性　昭和　53年　3月　1日生　

担当医：猪俣　　担当スタッフ：（デイケア：大谷地、ナイトケア：木村）

主病名：統合失調症　合併症：なし
【入院歴】　①Ｈ14.11.5～Ｈ16.2.16　青南病院

　　　　　　症状：情緒不安定、突然行動が荒くなる、幻聴、不安、不眠

【治療歴】　Ｈ14.10.11～Ｈ14.11.5　青南病院外来通院

　　　　　　Ｈ14.11.5～Ｈ16.2.16　青南病院入院

　　　　　　Ｈ16.2.16～青山荘入所、青南病院外来通院

　　　　　　Ｈ16.4.6～青陽館デイケア利用

　　　　　　Ｈ19.1月～職親利用

　　　　　　Ｈ19.9.4～青陽館ナイトケア利用

【現在の状況】

・人と関わる際に緊張が強い。

・ささいな事で気にしやすく、気になった事を後々まで引きずることがある。

・思い込みが強く、時に生活に支障あり。

・動作に力が入ってしまい、行動が荒く見えることがある。

・特定利用者との交流あり。

・不安は現在もあり。

・熟睡感が無く、中途覚醒あり。

・夜間に尿失禁がある為、水分量を気にしている。

・大家さんにボトルキャップをトイレタンクに置いてしまい、怒られることがあったとのこと。

・4月のナイトケア料理教室で味噌汁に指が入った事を気にしており、突然謝り、食事に手を付けないことがあり。スタッフの促しにて食事を摂取するが、飲み込んで摂取されている。

・服薬については担当医へ相談出来ている。

・現在の体重79.8ｋｇ。

【利用目的】

・再発せず、グループホームでの共同生活維持と単身生活への移行を目指す。

【現在の目標・治療計画】

○デイケア

長期目標　再発せず、グループホームでの共同生活維持と単身生活への移行を目指す。

中期目標　①疾病管理が行える。

②家事動作能力を高める。　　

短期目標　①体調の変化や疲労に気づき、対処する事が出来る。

②悩み事がある際は相談が出来る。

③調理法を学び、標準体重63㎏代に向け少しずつ減量する。

治療計画　①疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

②些細な事でも悩み事がある際には自ら相談するよう促す。一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛けてみる。

③脂肪肝の既往があり、食事内容を確認し、バランスの良い食事摂取を促す。

○ナイトケア

長期目標　就労を継続しながら生活を送る。

中期目標　①疲労感の自覚を持つ。

②休養を適度に取り、気分転換を図る。　　

短期目標　①仕事状況や生活状況で気になった事を話す中で、疲労に伴う症状を自覚する。

治療計画　①仕事の状況を確認し、仕事で大変であった事や気になった事を確認する。

②疲労に伴う症状について確認し、本人から身体症状の訴えがあった際には疲労感による

　　　　　　症状を振り返る。

【検討結果】

・デイケアとナイトケアでの目標と計画が違う為、本人と話し合いを行い統一する。

＜デイケア事例検討＞

検討内容：疾患別診療計画書作成

船場　幸子様（62）女性　昭和　24年　7月　8日生　

担当医：安ヶ平　　担当スタッフ：中村

主病名：統合失調症　合併症：なし
【入院歴】　①Ｓ45.7月～Ｓ60.9月

　　　　　　②Ｓ60.10月～Ｓ62.2月　　　　青南病院入院

　　　　　　③Ｓ62.7月～Ｈ14.1月

　　　　　　④Ｈ14.11月～Ｈ15.2月　　　　八戸市民病院入院

　　　　　　⑤Ｈ15.2月～Ｈ20.5月　　　　青南病院入院

【治療歴】　通院・加療記録なし

【現在の状況】

・精神症状悪化時は攻撃性、滅裂言動が出現するも現在は安定している。

・自閉、感情鈍麻も見られているが徐々に社会性や対人交流を持つ事で緩和されつつある。

・不安感、困った事があっても自分から相談出来ない傾向にある。スタッフから話し掛ける事で訴える事が出来る場合もある。

・体重を気にしており、ウォーキングをしているが膝痛や疲労感があっても取り組む事があり様子観察が必要。

・青風荘から青山荘へ引っ越しをして2ヶ月経過した事で、デイナイトケアからデイケアへ変更。新しい生活に慣れず不安感が強い。また、疲労感ある事からも、デイケアを月・水・金曜日の利用へ変更している。（火・土曜日は青山荘でのプログラム、木曜日は休みとする）

・体重51.2Kg。ＢＭＩ値24となっている。本人は体重を40Kg台へしたいと話している。

・グループホームへの入所を希望しているが、現在の本人の状態を考えた場合に何かあった際は1人で対処出来るのか？（自己判断が出来ないため）

【利用目的】

・病状を安定させ、現在の生活を維持していく

・グループホームへ入所したい

【現在の目標・治療計画】

長期目標　グループホームへ入所したい。体重を維持していく。

中期目標　①困ったこと、不安なことに対処できるようになる。

②現在の生活の中で出来る事を増やし、自信を付ける。

③体重増加しないよう運動を行う。

短期目標　①困ったこと、不安なことはスタッフに話し、表現するようにする。

②調理が出来るようになるため、昼食の炊飯係を行う。

③余暇時間を活用し、ウォーキングを行う。

治療計画　①本人の訴えを傾聴し、不安の軽減を図る。問題解決をする場合は落ち着いた口調で順番に出来事を整理し、本人が納得するような形で解決する。

②本人が役割に携わっている事、出来ている事を評価し自信に繋げる。

③食事や間食状況の確認を行う。ウォーキングをする際は背筋を伸ばし、腕を大きく振り行うように声を掛ける。

【検討結果】

・短期目標②→食事形態が変更となった為、調理をする機会がなくなったので本人と話し合い、他に出来る役割を見つける。

・ウォーキングの際、傾きがあったり膝痛を訴える事がある為、休憩を入れながら取り組む事を勧める。

・自分から不調や不安を訴える事が出来ない為、スタッフから傾聴する形で関わっていく事とする。

・グループホームへの入所を希望しているが、現在の本人の能力と擦り合せ、関係施設も交えて今後の目標を目標を検討する。

＜外来情報＞

· 佐藤　朗子様～職場に新人が入り、教えることがストレスになっていると話している。昨日職場で

防災訓練が行われ、少し走ったとの事。自分にも役割をもらえたと報告されている。

· 久慈　邦夫様～デイケアで行っているエアロビクスが疲れると話されており、担当医から年齢を

考えるとストレッチだけでも良いことを説明されている。

· 長瀬紘一郎様～食事つくりは慣れてきたと話している。最近食べ過ぎて太ってきたとの事。

· 奥山以依子様～イスコチン（結核治療薬）を止めてからも、体調の変化はないと話されている。

· 上久保善郎様～次回採血実施予定。

